（様式）利用申請書（若手・女性利用者支援制度）

令和８年度　課題申請書（若手・女性利用者支援制度）
（全体で5ページ以内　に収めてください。明記のない項目では字数制限はありません。記述スペースは適宜調整してください。）
利用課題名（日本語40字以内、英語200characters以内）
　　　日本語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 利用課題代表者

	フリガナ
	所属
	職名
	国籍

	氏名
	郵便番号
	連絡先住所

	NAME
	E-mail
	電話番号
	FAX番号

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	

	申請資格
	□ 若手利用者（令和6年4月1日現在   歳）　　　　　　　□ 女性利用者　

	TSUBAMEアカウント
	（新規に必要/既に所持（アカウント名を記載））


2． 利用課題内容

２－1 利用課題概要（５００字以内、採択時に公開します。）
２－2 利用目的（審査に利用、課題審査委員会以外へは非公開です。）
1 学術的背景とその中での利用課題の位置付けについて
2 当該分野における利用課題の特色・独創性について
3 利用課題にて予想される結果と意義について
２－3 実施計画・方法（審査に利用、課題審査委員会以外へは非公開です。）
（本制度によって達成可能な最終目標に加え、四半期毎の中間目標とそれを達成するための方法を具体的に記述して下さい。）

２－4 本制度で必要な計算機資源の見積りについて（審査に利用、課題審査委員会以外へは非公開です。）
（初めてTSUBAME4.0を利用する場合はお手元の計算機での見積でも構いません。本制度にて提供する資源は各課題1～3口です。1口はTSUBAME3.0の計算ノードにて400ノード時間相当です。なお、TSUBAME4.0の計算ノードは192CPUコア, 4GPU, 768GBメモリを搭載しております。）
課題実施に必要な計算資源量　　　　　口
その見積り根拠について

２－5 利用予定のプログラムについて（採択決定後に公開することがあります。）
（複数のプログラムを利用する場合は必要に応じて記述欄を増やして下さい。）

プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用分野　　　　　　　　　　　　　　　
ライセンス形態（自作プログラム、オープンソース、ISVなど）　　　　　　　　　　　　　　　
２－6 研究業績（審査に利用、課題審査委員会以外へは非公開です。）
（本欄には、課題代表者及び課題従事者がこれまでに発表した論文、著書、産業財産権、招待講演のうち、本研究に関連する重要なものを最大3件記入して下さい。課題代表者および課題従事者へは下線を引いて区別して下さい。）
２－7 過去の本制度への採択実績（審査に利用、課題審査委員会以外へは非公開です。）
（過去に課題代表者および課題従事者が本制度に採択された経験がある場合のみ記載して下さい。）

○採択時期：
　　　年度
採択課題名：
                                      
採択時期：
　　　年度
採択課題名：
                                      
○今回の申請課題と過去に採択された課題の相違点
（過去に採択された課題の目的や意義などを明記した上で、今回の申請課題の目的や意義の特徴を記載すること）
２－8 他のJHPCN拠点との重複申請の有無（審査に利用、課題審査委員会以外へは非公開です。）
○ あり　/ なし  
○ 「あり」の場合
申請拠点：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申請課題名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本申請と上記申請課題との相違点：

３．用語集 （専門分野の人以外にも分かるように記載をお願いします。項目数は適宜増やして下さい。）
【用語1】

【用語2】
